顔は似ていてもこんなに違う！:中国の大学で垣間見た，日本・中国・韓国の３か国学生文化の相違 by 杉村 安幾子
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日時 平成１６年１０月２日（土）午後２時～３時３０分 
会場 主会場 ：金沢大学サテライト・プラザ講義室 （金沢市西町教育研修館内） 
   受信会場：寺井町立図書館 
 
演題 「顔は似ていてもこんなに違う！ 
  ～中国の大学で垣間見た，日本・中国・韓国の３か国学生文化の相違～」 





































 北京大学は，北京の中心部から北西 10 キロほどの郊外にあります非常に広大なキャンパ
スを擁する，中国でもトップクラスの総合大学です。 

































 留学生の中で人数が一番多かったのは韓国人です。私がおりました 98 年，99 年ごろに


















































































































































































































































































































































































































































































































































 ただ，私がおりました 99 年の５月でしたかに，ＮＡＴＯ軍機が中国大使館を誤爆したと
いう事件があったのはご記憶かと思いますが，そのときには一気に反米感情が全国的に盛
り上がりました。北京大学をはじめとした学生たちがアメリカ大使館に行って石を投げた
り，シュプレヒコールをするということがありました。しかし，あまり反日ということは
強く言われていませんでした。さすがに友人になってしまうと，直接日本を非難するよう
なことは言えなくなるようです。 
 日本人の知り合いがいる，日本についてちょっとでも学んだことのある人は，あまり反
日を口にしません。反日・嫌日を口にするのは，私が見たところあまり日本を知らない人
たちなのです。ただ，彼らはしょうがない部分がありまして，私は大学院生のときに中国
の高校の教科書の翻訳の仕事をしたことがあるのですが，歴史の教科書一冊丸々近代史で
した。近代史というのは，要するに抗日戦争の歴史なのです。一冊丸々ですから本当にか
なり細かく書いてありまして，あれを学んだ中国人が日本を好きになることのほうが無理
だと感じました。教育がやはりそうなっているのです。でも，そんな中でやはりさまざま
な報道とかインターネット，新聞，雑誌を通じて日本について多少でも知ると，そういっ
たことだけではない、と。当然，中国に留学している日本人が大勢いますから，彼らと話
すと，戦争については日本政府に問題があったかもしれないけれども，今後は仲良くして
いきたい，或いは仲良くしていった方がいいという考えを，若い子は少しずつ持つように
なっていると私は思いました。 
 
（質問者２） 朝鮮族というのは特別なのですか。お手伝いさんが朝鮮族だというのは，
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中国の中でも朝鮮族というのは身分が低く見られているということなのでしょうか。 
 
（杉村） それは関係がありません。お手伝いさんにももちろん漢民族のお手伝いさんも
いるのですが，なぜ韓国人留学生が朝鮮族のお手伝いさんを雇っていたかと申しますと，
自分たちの同胞だからです。自分たちと同じ民族の人にお金をあげたい，ただであげるわ
けにはいきませんから仕事の報酬としてあげたい。漢民族のお手伝いさんのほうがもちろ
ん数はずっと多いのですが，韓国人留学生が朝鮮族のお手伝いさんを雇うのは見下したい
わけではなく，少しでも中国にいる自分の同胞に役に立ってあげたいからだと彼女たちは
言っていました。別に身分が低いということはありません。 
 
（質問者２） 今は中国での学生のことを聞いたのですけれども，私は留学生とかのお世
話をするのが好きなのですが，中国から日本に来ている学生さんたちの現状とか，国費留
学生は結構優遇されていると思うのですが，私費留学の方とか，あといろいろあります。
６％の限られた子しか大学に行けない中で日本に来て，授業を受けたいのに，その学費を
稼ぐためにアルバイトをしなければいけなくて，学業ができないという状況も聞いたこと
があるのですが，日本における中国人学生のことを教えてください。 
 
（杉村） まさにおっしゃるとおりで，国費か私費かで全然生活が違うのです。国費をも
らいますとアルバイトをしなくても生活ができます。今はっきり思い出せないのですが，
私が大学院生のときには国費留学生は月 18 万円もらっていました。授業料も免除ですから，
十分生活はやっていけるのです。大抵国費の学生は，大学の留学制度などで学生寮に入っ
ていたりしますのでだいぶ楽ですが，私費留学生は本当に朝から晩までアルバイトに行か
なければならず，基本的に私が見る限り中国人留学生はアルバイトに追われています。 
 日本政府が大勢外国から留学生に来てもらいたいと思うのであれば，やはり国費の奨学
金制度をきちんと設けて，もっと勉強ができる環境にしてあげないと気の毒だと思います。
ご覧になっているとおりだと思います。大抵はアルバイトに追われて勉強もままならない
学生がほとんどですね。気の毒だとは思うのですが，一人，二人をこちらが助けてもしょ
うがないところがあるのです。 
 
（質問者３） ある大学教授の話で，その方が中国の大学で授業を行ったとき，中国人の
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学生はものすごくよく話を聞いて，寝る人も一人もいない。しかし，日本で授業を行った
場合は寝ている人も多くいて，中国で中国の学生に話を聞いたら「日本の学生は，なんで
こんなに価値ある授業を聞かないんだ」と言ったそうです。そのときに受けた印象は，中
国の学生はハングリー精神がすごくあるのかなと感じたのですが，実際そうなのか，また
その辺はどこから来るのか，先生のお考えをお聞かせください。 
 
（杉村） まさにおっしゃるとおりで，中国人の学生は例えば朝８時から始まる授業のた
めに６時ごろに起きて，もう席取りに行くのです。いい場所に座る，本当にかぶりつきで
先生の話を必死に聞いてノートを取ります。日本人の先生も日本の大学で「質問は？」と
言いますけれども，質問は大抵返ってきません。ところが，中国の大学では「質問はあり
ますか」と聞くと，「はい」「はい」とものすごく手が挙がるのです。「先生はこうおっしゃ
いましたが，こうではないですか」「自分が本で読んだ限りではこういうことだったけれど
も，それについてはどうか」とか，自分が勉強したことをきちんと先生に伝えて，先生と
対等に議論します。それはまじめで熱心であるということも大きいのですが，それはプラ
ス面です。 
 マイナス面としましては，先ほど私の話にもありましたように，出世主義というのもと
ても大きくて，大学で取った成績が後の出世につながるわけです。日本では今，そういう
仕組みになっていません。それは単純にいいとか悪いとか割り切ることはできないのです
けれども，いい成績を取っていい会社に入って出世していくためには，いい成績が必要な
のです。成績が悪かったために自殺してしまう学生も私の留学中にいました。もちろん向
学心が旺盛ということもあります。中国人の学生は何でも知りたい，何でもしたいと思っ
ているんですね。ただ，それとは別に成績をよくするために勉強するという面があるとい
うことも事実としてあります。寝ている人はまず見かけません。寝てる人がいるなと思っ
たら，自分の仲間の日本人だったりします。 
 中国人の早起きについてですが，先ほど湖の写真を皆さんにお見せしましたね。あの湖
のほとりで中国人学生は毎朝，外国語の暗唱をするのです。それを繰り返すものですから，
中国人の英語の力は日本人学生が足元にも及ばないほど伸びていきます。彼らの目指すと
ころはアメリカ留学です。日本語を湖のほとりで読み上げている人もいますけれども，外
国語も毎日そうやって朝１時間，２時間，自分一人で訓練するのです。向学心はものすご
く旺盛です。 
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